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事業実施体制

～川越市内中学校サッカー部への活動支援～

JTB川越支店
COEDO KAWAGOE F.C

（協力）
川越市教育委員会

【運営事務局】 JTB川越支店

・川越市教育委員会との調整
・学校・指導者との連絡調整
・スケジュール管理
・事業の効果測定の実施
・ドローンでの撮影

【指導・指導者管理】COEDO KAWAGOE F.C

・指導者の調整
・指導者の派遣
・所属選手等（現役選手）による指導
・部活動外の活動場所の調整
・協賛企業の調整

【川越市との連携】
指導モデルに賛同いただける中学校
（サッカー部）への参加募集の協力

① 指導モデル１：
競技力向上を目的としたドローン等
を取り入れた指導

② 指導モデル２：
部員・指導者が不足している部活動
(合同部活等)への機会提供

川越市内中学校（5校・3チーム）

合同部活を含む5校・3チームが参加を希望

・A中学校（サッカー部 36名） ・・・ 指導モデル１
・B中学校（サッカー部 18名） ・・・ 指導モデル１
・合同部活（3校合同 19名） ・・・ 指導モデル2

※日程や指導内容の条件などを整理し指導を開始
※受益者負担なし：地域企業からの協賛方法を検証

川越市教育委員会にて川越市内
の公立中学校全22校に事業概
要を通知、参加希望の学校を取
りまとめ



参考情報

川越市は市立中学校の部活動の地域連携・地域移
行を進めるため、今年度中に基金を創設する。外部
指導員の人件費や活動費に活用する。（12月）２５
日の市議会本会議で関連条例案と補正予算案が可
決された。原資は約１０００万円。



参考情報（川越市広報誌）



JTB概要（学校・教育機関向けサービス）

～●●～
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COEDO KAWAGOE F.Cクラブ概要

COEDO KAWAGOE F.C

2020年7月設立、10月法人化

川越をホームタウンとして、Jリーグを目指すサッカークラブ

未知のウイルスによって
世の中に閉塞感が漂っていた。
観光客は当たり前のようにいなくなり、
人々から笑顔はなくなっていった。

その現実をスポーツによって変えたい。
ゆかりある川越を『より良い街に』
という想いから発足したクラブです。
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MISSIONを実現するために COEDO KAWAGOE F.C

関わる人全員が

心から誇れるクラブへの挑戦 

クラブを取り巻く全ての人たちが胸を張っ

て自慢できるクラブ作りへの挑戦。

クラブ事業で

新しいビジネスモデルへの挑戦

「スポンサー」「チケット」「グッズ」

に頼らない新たな収益の柱作りへの挑戦。

川越初の

Jリーグ参入への挑戦
   

 勝利にこだわり、90分間観客を

魅了し続けられるチーム作りへの挑戦。

事業 ホームタウン活動サッカー

MISSION

フットボールクラブを通じて、
川越に夢と感動を創出し続け、100年続くクラブへ



J1

J2

J3

JFL(J4相当)

関東1部(J5相当)

関東2部(J6相当)

埼玉県1部(J7相当)

埼玉県2部(J8相当)

埼玉県3部(J9相当)

川越市1部(J10相当)

川越市2部(J11相当)
【2021シーズン】

チーム創設、川越市2部優勝 & 川越市1部昇格

【2022シーズン】
川越市1部優勝 & 埼玉県3部昇格

【2023シーズン】
「Saitama east SV」(県1部)との合併により

埼玉県1部リーグへの参入が決定

【クラブ設立時目標】
2030年の

Jリーグ加盟承認を目指す

【埼玉県内リーグ】→【関東（東京/埼玉/群馬/栃木/茨城/神奈川）リーグ】へ

2024シーズンより関東リーグ2部(J6相当)昇格が決定し、Jリーグ(J3)まで3年の距離へ。
Jリーグを目指す埼玉県の社会人サッカーチームの中で最も上のカテゴリへの参入とな
る。

今後、グラウンド/スタジアム問題などいわゆるJリーグ参入に当たって、本格的に行政
をはじめとした多くの関係者を巻き込んでいく必要が発生していく。

2024シーズンは「関東リーグ(J6相当)」への挑戦

【2024シーズン(2024年4月〜)】
2023シーズンの結果により、

来季からの関東昇格が決定



2023年4月より、川越水上公園を本拠地とし、
小学生〜高校生までの選手が所属する強豪
チームであり、総勢700名以上が在籍する
サッカークラブである「1FC川越水上公園」
を運営する株式会社スポーツクリエイト様と
業務提携し、共同運営を開始。

川越からJリーグ加盟を目指すCOEDO 
KAWAGOE F.Cとの連携を通して 、今後のさ
らなる両クラブの事業成長を目指す。 

■両クラブの提携によるシナジー
①サッカー面において1FC川越水上公園の卒団選手が戻っ
てくる社会人サッカークラブとしての連携強化
②ホームタウン活動をはじめ、COEDO KAWAGOE F.Cの
パートナー企業様200社様を中心に川越の多くの企業様と
の連携を通して、サッカー以外でも1FC川越水上公園の子
どもたちに成長機会を提供できるクラブ化に向けた取り組
み
③1FC川越水上公園とCOEDO KAWAGOE F.Cの両クラブ
の強みを持ち合った上での共同事業の立ち上げ検討
④COEDO KAWAGOE F.Cの広報ノウハウを生かした1FC
川越水上公園の外部発信の強化

2023年4月より「1FC川越水上公園」の共同運営開始



クラブモニュメント

の建設

西武本川越ぺぺ様で

7m規模の展示

JR川越駅で継続的

な展示を実施中

2021年よりクラブ

オリジナル自販機の

設置も開始

～街のインフラへ～

COEDO KAWAGOE F.Cの地域での取組事例

川越駅西口にて岩堀建設工業様と
のコラボで、10mほどの展示が完
成。COEDO KAWAGOE F.Cの飲食事
業パートナー様がランチ時に出店。

特大パネルで、24人の選手やク
ラブ、地域での清掃活動などの
ホームタウン活動を紹介。

リアルの場でも少しずつクラブの
認知が進んできている。

関わる人全員が心から誇れる  
クラブへの挑戦に向けて歩を進
めている。



事業実施スケジュール

～川越市内中学校サッカー部への活動支援～

A中学校
サッカー部36名

B中学校
サッカー部18名

合同部活チーム（3校合同）
サッカー部19名

12/17(日) 第1回指導

【指導者】
COEDO KAWAGOE F.C菊岡選手
COEDO KAWAGOE F.C片山選手

【指導者】
COEDO KAWAGOE F.C瓜谷選手

【指導者】
COEDO KAWAGOE F.C北原選手

12/26(火) 第2回指導
効果測定（事前測定・アンケート）

12/27(水) 第3回指導
練習試合 A中学校 対 B中学校

ドローンでの試合撮影

12/28(木) 第４回指導
ドローン映像による振り返り

指導者からのメッセージ

【指導者】
川越出身Jリーガー片山選手

12/17(日) 第1回指導

12/26(火) 第2回指導
効果測定（事前測定・アンケート）

12/28(木) 第４回指導
ドローン映像による振り返り

指導者からのメッセージ

12/25(月) 第1回指導

12/26(火) 第2回指導

12/27(水) 第3回指導
・練習試合

1/20(木) 第４回指導
・練習試合（予定）

・指導者からのメッセージ

12/29(金) 第1回指導
部活動の活動外での指導

12/30(土) 第2回指導
部活動の活動外での指導

1/6(土) 第3回指導

1/7(日) 第４回指導
練習試合

ドローンでの試合撮影
指導者からのメッセージ

3月下旬（予定）
企業協賛によるサッカー大会の開催

1月下旬 効果検証
効果測定（事後測定・アンケート）

1月下旬 効果検証
効果測定（事後測定・アンケート）



活動の様子

～A中学校 サッカー部36名～

Jリーグ通算300試合以上に出場したMFで、 SHIBUYA CITY FCより完全移籍加入。

東京ヴェルディで10番を背負ったこともある実力者。

菊岡 拓朗 選手



活動の様子

～B中学校 サッカー部18名～

瓜谷 紫 選手

さいたま市出身。埼玉県立南稜高等学校/さいたまSC/St.Geoges FC(マルタ)にてプレーを経験。



活動の様子

～合同部活チーム（3校合同）サッカー部19名～

川越出身の元JリーガーのMFで、 VONDS市原より完全移籍加入。

SC相模原や鈴鹿アンリミテッド（現鈴鹿ポイントゲッターズ）などでプレーした実力者。

北原 毅之 選手



活動の様子

～合同部活チーム（3校合同）サッカー部19名～

川越出身の現役Jリーガー。

COEDO KAWAGOE F.Cとの深いつながりがあり、Jリーグのオフ期間に指導を実施。

片山 瑛一 選手



事業概要

１、合同部活動の推進
（スポーツの機会提供）

２、短期間で効果的な活動の推進
（実証事業における効果検証・ICTの活用）

３、受益者負担・収益源確保に向けた取組
（持続可能性の検証）

４、今後の運動部活動の地域移行に向けた取組
（指導者の確保・環境の整備）

５、生徒の成長に向けた取組
（探究学習・キャリア教育の視点）

～事業の目的・活動内容紹介～



１、合同部活動の推進

～スポーツの機会提供～
【実施内容】
合同部活動（3校合同チーム）に指導
全8回の指導を予定

①部活動の活動内での指導
12月の冬休みにて実施

②部活動の活動外での指導
12月29日・30日に実施
※諸事情により中止

【実施の目的】
部員数や指導者の確保が難しい中学校（合
同部活を想定）を対象に指導を実施。
スポーツの機会に恵まれない生徒に対して、
地域クラブ活動という新たなスポーツの機
会を提供する。

※今回の対象校においては、3校全ての顧問の先生がサッ
カー経験者で指導実績もあり、競技レベルも高いチーム
だったため、実際は限られた練習時間でチーム力を強化
する目的で指導

①部活動の活動内での指導

②部活動の活動外での指導

D中学校

C中学校 E中学校

活動場所

学校外施設
(例)川越水上公園

D中学校C中学校 E中学校

活動場所



２、短期間で効果的な活動の推進

～実証事業の効果検証～

【実施内容】
A中学校・B中学校の2校の生徒に効果測
定を実施中。事業終了後の生徒のモチ
ベーションや行動の変容について検証。

【実施の目的】
学校と部活動の関わりが減少していく
中、効果測定システムを活用し学校現
場だけでは分かりにくい生徒個人の気
質や行動特性を可視化することで、教
育現場における先生の負担を軽減し、
効果的な活動に繋げていく。

①現役サッカー選手からの指導を通じ
た生徒内面の成長の可視化

②生徒の自己理解・相互理解促進によ
る組織力強化

③顧問の教員による新年度に向けた
チーム作りへの支援

個々の教育活動が生徒のコンピテンシー変化に与えた影響を可視化

概要

J’s GROWとは、学校行事や探究における様々な教育活動が、生徒のコンピテンシー

変化にどのような影響をもたらしたかを可視化する「教育活動効果測定システム」です。

現代の教育では、思考力・判断力・表現力や、学びに向かう力、人間性など、ソフトスキル（＝

コンピテンシー）と呼ばれる資質・能力の育成が重要視されています。

修学旅行などの学校行事や探究は、これらの資質･能力を育む上で重要な役割を担ってい

ますが、そこで行われる個々の教育活動が、生徒の資質･能力の変化にどのような影響をも

たらしたかを可視化することは難しいとされてきました。

J’s GROWは、AIを活用した相互評価で生徒の気質やコンピテンシーを測定する「Ai 

GROW」に、活動前後での生徒の意識変容を測定するアンケートを組み合わせることに

よって、個々の教育活動が生徒のコンピテンシー変化に与えた影響を可視化します。

（商標登録出願申請中）



２、短期間で効果的な活動の推進

～ICTの活用～

【実施内容】
ドローンでの試合撮影・フィードバック

練習試合(12/27)にてドローンを使って
上空から試合の様子を撮影。
俯瞰的な視点からのポジショニングや動
き出し、戦術について指導。

【実施の目的】
競技力・チーム力向上に向けたICT活用
の実践と検証

①サッカーなどの団体スポーツでは全体
練習ができる時間が短くなることが想定
される中、ICTを活用し全体練習の質を
高めていく。

②動画を使ったフォームチェックや動画配
信による指導など、指導者不足に備えた
スマートコーチでの指導についても検証
する。



３、受益者負担・収益源確保に向けた取組

【実施内容】
地域企業協賛によるサッカー大会の開催
※3月実施に向けて準備中

実証事業参加学校の他、川越市内中学校、
ジュニアサッカースクールチームなどに
も参加を募り1デイカップの実施を計画

【実施の目的】
受益者負担の課題に向けた検証

①受益者負担を軽減しつつも質の高い指
導を担保するため、地域企業などによる
協賛での収益源の確保する。

②地域のサッカースクールとの交流など
普段の部活動では経験できない機会を提
供する。

～持続可能性の検証～

COEDO KAWAGOE F.C
のパートナー企業を中心に協
賛企業を募集



４、今後の運動部活動の地域移行に向けた取組

～指導者の確保・環境の整備～

■ COEDO KAWAGOE F.C所属選手による指導

現役サッカー選手が地域クラブの指導員となることで、指導者人材の有効活用とプロ選
手のセカンドキャリアへの支援など指導者側の環境整備を図る。

■ 総合型地域スポーツクラブとの連携

COEDO KAWAGOE F.Cが共同運営する「1FC川越水上公園」（川越水上公園スポーツクラ
ブ）とも情報共有し、将来的なサッカースクール・総合型地域スポーツクラブとの連携
を模索していく。

■ 学校行事との関連性を活かした取組

探究学習や学校行事関連のノウハウを生かし、学校・生徒や地域クラブ・指導員のニー
ズ・課題を把握し、今後の地域クラブ活動の体制整備を推進する機会とする。



５、生徒の成長に向けた取組

～探究学習・キャリア教育の視点～

【実施内容】
指導最終日に現役選手からの話や質問の時間を設定

（例）現役Jリーガー片山選手からのメッセージ
「サッカーも勉強も遊びも本気で取り組んでほしい。
本気でやることで楽しく、負けると悔しい気持ちにな
る。次はどうやったら勝てるか考える。このルーティ
ンを繰り返してきたことがプロになれた要因。色んな
ことに本気でチャレンジをしてほしい。」

【実施の目的】
教育活動の一環としての側面がある部活動のメリッ
トを残していくため、現役のサッカー選手が競技やこ
れまでの生活を通じて学んだことなどを生徒の皆さ
んに共有し、技術面以外の成長を支援する。

その効果についても効果測定システムを活用して可
視化し繰り返すことで、活動に取り組むPDCAサイク
ルを回していく。



情報提供：「部活動改革」に特化した課題解決プラットフォーム「イマチャレ」ー

参考情報



情報提供：「部活動改革」に特化した課題解決プラットフォーム「イマチャレ」ー

参考情報



最後に

～部活動改革への支援に向けて～

自治体や教育機関、地域クラブ、地域企業との協力体制を築き、子どもたち
や地域住民の方が持続的にスポーツや文化活動を楽しめる環境をつくって
いけるように取り組んでいきます。
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